
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 
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計画の策定経緯 

 

年月日 内容 

2024 年 11月５日 第１回大和郡山市第５次総合計画（前期基本計画）策定委員会 

①第５次総合計画策定方針について 

②アンケート調査について 

③ワークショップの実施にあたって 

④後期基本計画の点検・評価について（依頼） 

2024 年 12月６日～ 

2024 年 12月 25日 

新たな総合計画づくりのための市民意識調査の実施 

市内に居住する 20歳以上の男女から 3,500 人を無作為抽出 

配布数 3,500 人 有効回収数 1,366 件 有効回収率 39.0％ 

2025 年１月 25日 第１回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○ワークショップの目的 

○総合計画と大和郡山市の状況 

○グループワーク 

 テーマ 大和郡山市の「いいところ」と「頑張った方がいいところ」 

○グループ発表 

2025 年２月２日 第２回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○第１回目の振り返り 

○グループワーク 

 テーマ 大和郡山市の未来の姿 

○グループ発表 

2025 年２月８日 第３回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○第２回目の振り返り 

○グループワーク 

 テーマ ミライの姿の実現に向け、大和郡山市みんなでできること 

○グループ発表 

2025 年３月 24日 第２回大和郡山市第５次総合計画（前期基本計画）策定委員会 

①大和郡山市第５次総合計画基本構想・前期基本計画体系案について 

②将来像について 

③人口シミュレーションについて 

2025 年８月８日 第３回大和郡山市第５次総合計画（前期基本計画）策定委員会 

①大和郡山市第５次総合計画 基本構想（案）について 

②大和郡山市第５次総合計画 前期基本計画（案）について 

2025 年８月 19日 第１回大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議 

①大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証について 

②地方創生関連交付金事業の検証について 

③大和郡山市第５次総合計画基本構想（案）について 
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年月日 内容 

2025 年 11 月 10日～

2025 年 11月 21日 

大和郡山市第５次総合計画基本構想（案）に対するパブリックコメントの

実施 

2025 年 12月１日 第２回大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略検討会議 

①第３期大和郡山市総合戦略（案）について 

2025 年 12月 17日 大和郡山市第５次総合計画基本構想を市議会定例会へ提案・議決 

2025 年 12月 23日 第２回大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議 

①第３期大和郡山市総合戦略（案）について 

2026 年１月９日～ 

2026 年１月 30日 

大和郡山市第５次総合計画前期基本計画（案）に対するパブリックコメン

トの実施 
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ワークショップの概要 

 

大和郡山市第５次総合計画（基本構想・前期基本計画）の策定にあたり、大和郡山市がめざすべき

姿（まちの将来像）や今後のまちづくりに対する意見やアイデアをいただくことを目的に実施しま

した。 

令和６年 12 月に実施した市民アンケート調査の際、ワークショップの開催案内を同封し、参加を

募るとともに、市ホームページにワークショップ開催に関する記事を掲載し、参加の募集を図りま

した。 

 

年月日 テーマ 

第１回 

2025 年１月 25日 

第１回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○ワークショップの目的 

○総合計画と大和郡山市の状況 

○グループワーク 

 テーマ 大和郡山市の「いいところ」と「頑張ったほうがいいところ」 

○グループ発表 

第２回 

2025 年２月２日 

第２回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○第１回目の振り返り 

○グループワーク 

 テーマ 大和郡山市の未来の姿 

○グループ発表 

第３回 

2025 年２月８日 

第３回大和郡山市第５次総合計画策定に向けたワークショップ 

○第２回目の振り返り 

○グループワーク 

 テーマ 未来の姿の実現に向け、大和郡山市みんなでできること 

○グループ発表 

 

参加者氏名 

大中 拓也 

木村 元 

清水 智弥 

杉本 さよ美 

馬場 麻紀 

堀江 和敏 

松本 ふみよ 

八木 孝文 

（五十音順・敬称略）  
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第１回 大和郡山市の「いいところ」と「頑張ったほうがいいところ」 

 

 

 

 

 

 

 

A 班 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

…いいところ 

…頑張ったほうがいいところ 

観光実はしやすい！

ぶらぶら歩ける
（半日くらい）

金魚すくいは
いつでもできる

平地
歩きやすい

お金をかけず
観光ができる

若者が集まる
理系の人材発掘

高専ある
学校が多い
⇒若者が多い

お寺・神社観光地

お金も
かからない

歴史的
価値のある
建物が多い

お城
筒井城・群山城

片桐城

柳沢文庫
郡山城

キレイになった

町家物語館

お金は？
維持費
大丈夫？

観光地多い

JR・近鉄
どっちもある

駅－近鉄（５駅）

大阪・京都
アクセスよし

駅が多い
JR郡山
大和小泉
近鉄郡山

九条・筒井…

スーパー多い
買い物しやすい

イオンモール
大和郡山

飲み屋さん多い
（筒井）

祭り（ソフト面）も充実

お城まつり
（桜）

金魚
金魚すくい大会

盆梅展
大和な

ひなまつり

農産物の
知名度が無い

地産地消を
すすめる

スギテック
（ランドセルの
とめる部品）

工場が多い

黄金糖

特産物豊富

大和丸なす れんこん

いちご いちじく

ブランディング
食べ方紹介

市場

横（東西）の移動が不便

バス不便

交通の便が不便

バスの本数
だけでなく
路線を

増やしてほしい 一方通行多い

駅前さみしい 夜間、暗い道
が多い

飲み屋さんが
少ない

（近郡山）
（JR郡山）

金魚資料館
へのアクセス
をもっと良く

柳町
日曜開いてない

年中楽しめる
ものが少ない

柳町通り
活気を

上げてほしい

図書館
南部の所に

大きいのほしい
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B 班 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…いいところ 

…頑張った方がいいところ 

金魚

金魚が有名
都会すぎず
田舎すぎない

学校と地域のつながり

小学校に地元の大人の方が
放課後活動関わってくれている

めだか教室

交通

京都も大阪も
１本

施設

図書館がステキ

城ホールがステキ

近鉄とJRが
あり便利

交通アクセス
が良い

交通の便が
良い

（通路・鉄道）

ゴミ出しの
分別がラク

買い物・店

買い物が便利

大きい店も
スーパーも
あちこちに

生活に必要な
ものは

すべて揃う

個人経営の
すてきな

お店がある！

観光

焼き物・染め物体験できる

あかはだ焼、あい染め（はこもと館）

２０２６年大河ドラマ

城跡がステキ
（お城まつりも）

桜がキレイ

イベント

お城祭りなどの
イベントが多い

イベントが多い

やまとのひなまつり
音楽祭

りゅうしんくん祭り
金魚ストリート etc…

最近新しく
始まったものを！

中学校吹奏楽部で
他の学校・地域の方と
関われて良かった

（音楽祭）

中小企業
支援してほしい

あるきにくい

通学路安全
歩道なくて大型トラック

駅前が歩きにくい

自治会

自治会が脱退者だらけで
崩壊寸前

自治会の負担

交通

お年寄りのタクシー、バス
便利になってほしい
（買い物支援も）

25号の渋滞

ゴミ収集が
少ない

子どもの
みまもり活動
支援してほしい

図書館の本が
古い・少ない

高齢化

市街地以外の
開発遅れてる

まちづくり

公園緑地少ない
（昭和工業団地）

まちづくりが弱い

中途半端

点ではなく線で

空き家

空き家多い

空き家・空き家予備軍の
点検

休耕地

休耕地の整理

昔はいちじく、いちご
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第２回 大和郡山市の未来の姿 

A 班 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 班 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全
便利

交通
市内を循環する自動
運転バス？がある

運転しなくてもよい
↓

安全

お年寄の
移動支援

駅の移転に伴い
駅前が歩きやすくなる

歩車分離

お買物
お年寄のコミュニティごと
買物支援
宅配支援 充実

安心
自然環境
動植物 保全

子どものための
施設、イベント

子育て 手厚く 関わる
カウンセラー 人 多様に
多く 保健師さんとか
人的支援

緑 陰 多く
公園

たんとん
・土曜日にも
・もっとアクセスしやすく
働くお母さんが楽に

人口少なくても
子どもが
１番大事！

子どもが
安心して遊べる 小さい子を連れて

帰ってきやすいまち

南部にも
大きな図書館
がある

子ども

「もったいない」
をなくす

まちづくり
よくできたまち

都市計画が進む
農地、住宅地、

工業地など分ける

まち中の狭い道は
↑歩きやすく

活かしつつ国道との
アクセス

交通安全
通学路の見直し
歩道
危険個所なくす

見通しの悪い交差点
なくす、ミラーなど

観光
歩きたくなる

住み分け？
全体をみたスマートな

都市計画

メリハリ
観光 住む
城下町 農地
統一感

近鉄郡山に特急が
停まるようになる
交通が便利に

桜が増えキレイな街
（老木を植替え）

個人的なことで…
音楽祭が続いてほしい
みんなの知るイベント
として

城下町

見た目に統一感が
あれば住宅地でも
歩きたくなる

街のデザインを
統一（お金の助
成もあればいい）

魅力

どんなまちにしたいか
共通認識があると
よいまちになるのでは

情報発信
・市から
・各自SNS

活気

独自性が魅力に！

「あれをきっかけで通
うようになった」

「あれがきっかけで住
んじゃった」

大河にのっかるだけ
でなく長期的な視点

よくできたまち
（いろいろな意味で）

←個人経営の小さ
い店が続いている

こと ！

買い物
個性的な店が

増える

・お客さんがたくさん
来るように

・歩く道を歩けるように

働く
中谷酒造の店

知らない人が多く
もったいない

住んでいると
気がつかない
いい所がある

地図（地名）を
見ているだけで

おもしろい

働きやすい
街

どの世代も
主役

明るい街に
してほしい

若い声が
あふれる

街灯で
町を明るく

全世代が
いきいき

健康に力を
入れている町

老人が元気な町
イキガイのある町

人の集まり
やすいイベントを
増やしてほしい

若い世代が
多く住む

子育てに
優しい町

定住
したくなる

便利な町
（交通・お店・買い物）

戻ってきたく
なる町

丁度良い
田舎

ちょうどええ町

現状・未来のめざす姿

中途半端 脱却

歴史 金魚

観光

歩ける町
（観光モデル
コースづくり）

金魚がシンボル
城がシンボル

隠れ金魚探し

金魚の
ブランド力

城下町

城下ではない
エリアも

歴史ある
城下町

城下町
歴史の深い町

未
来
に
つ
な
ぐ
（発
展
さ
せ
た
い
）

リソース

交通 働く場所
（働きやすい町）

農業振興
（再興？）

歩行者・自転車・
バス・電車・車・
バイクが共存
できる町

若い力
（高技生も・学生
だけでなく）

産業の復興

スタートアップ
がしやすい町

公共交通機関で
移動しやすく
なってほしい

工場への
通勤経路

空き家の活用

工業団地
（車で通わない
といけない）

市内で
行き来しやすい

サイクリングロード
ブランド力向上

多言語対応
（お店が対応できる

バックアップ）

教育の一環として
外国語教育を行う

課
題
解
決

にぎわい

年代問わず
参加できる

イベントが多い

人が集まる
イベント

イベントで
交流ができる

★

★
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第３回 未来の姿の実現に向け、大和郡山市みんなでできること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ちょうどええ町 よくできた町

都市計画

豊かさ

生きがい 働きやすさ 働きがい

憩い

若い力

便利

安全

知る

知らせる

よりどころ

市民団体（プラットフォーム）
意見吸い上げ隊
行政だけではなく

民間の市総合計画（協働）

大和郡山市を知る、
白地図に色をつける感じ

大和郡山市が好きと言える（迷わず）

市内コンビニに広報誌等の設置

市街地（？）以外を知る

あらゆるマップ
をWEBで公開
（とりまとめ）

マップが多い
統一する（？）

学生の長期間の（1か月とか）職業体験の機会の創出、
市内産業知るチャンス、若者に魅力

イベント
市民全員がイベ
ント仕掛け人

歴史・金魚は
資源

市民全員が
PR大使

金魚をつかった
飾りを町中に置
く（金魚ミュー

ジアム）

お店（個性的）
がほしい

行政・
市民など
の連携
ワーク
ショップ
など

市内外に
向けての
情報発信

UP

発信力を
高める
地域内・
外どちら

も

城と城下町の
保存、観光に
力を入れる

マンガ

ランドマークの
設置

ライブ
配信

語り部
発信ツール

音声
ラジオ

近鉄郡山近辺の
観光整備

SNS

“学校”の
有効活用

二次元コード
（情報のデジタ

ル化）

多言語対応
(若い力で)

（タイパ）
動画でも良いが二次元コードから一

目でわかる資料

子どもの教育
（次世代）と支援

お金（税金）を確保
税収アップ！ふるさと納税 通学路

安心安全に登校できる

夜道を明るく

交通アクセス
駅前・城下町と市内全域を

つなぐ

歩きやすいまち
徒歩・自転車・車・バイク・バ

ス・電車が共存
〇安全確保

〇スペース確保

公園の維持管理 シルバー人材？

シルバー人材高齢者の方の
スキル・道具の活用

市内を移動しやすく
（ボランティア、自動運転）

JR郡山

近鉄郡山連携

東屋等の管理強化
（市民による当番制）

子連れの家族が安心
して通れるような道
路（歩道）の整備

高齢者の生きがいの場所 高齢者向けコミュ
ニティバス

子どもや高齢者の
安心安全、交通、

治安
交通

東西の路線

図書館、移動図書
南部公民館の近くに

建設してほしい

行政公園を
計画的に作る

バランスよいまち
産業振興（農業・工業・商業）

全世代・全エリア
観光PR（市外への魅力発信）

自然保護
ヤマトタチバナ
ゼニタナゴ？

矢田山の生き物

子どもあそ
び場 遊具

ベンチャー企業に
起業しやすい設備

屋外で屋根があり、
休憩できる場所

子育てしやすい
制度、インフラ

年代にかかわらず
交流できる場

郡山インター近辺の
工場規制緩和

農地・住宅地の集約

スマートCity化
インフラ

交通・電気・ガス・水道・ゴ
ミ・図書館etc.）

全世代にとって
住みやすい町づくり

※カラーボックスは主表題、白黒ボ

ックスは取り組みを示しており、

主表題に関連する取り組みには同

色の●をつけています。 
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大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 大和郡山市の人口ビジョン並びに総合戦略の策定及び推進にあたり、広く関係団体等の意

見を聴くため、大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議（以下「推進会議」という。）

を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 推進会議の所掌事務は、次のとおりとする。 

⑴ 総合戦略の策定に係る検討に関すること。 

⑵ 総合戦略に掲げる施策の効果検証に関すること。 

 

（組織） 

第３条 推進会議は、委員 10人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

⑴ 産業関係の団体から推薦された者 

⑵ 教育機関から推薦された者 

⑶ 金融機関から推薦された者 

⑷ 労働関係機関から推薦された者 

⑸ 住民で組織する団体から推薦された者 

⑹ 副市長 

⑺ その他市長が必要と認める者 

３ 委員の任期は、委嘱した日の属する年度の末日までとし、再任を妨げない。 

 

（会長） 

第４条 推進会議に会長を置く。 

２ 会長は、副市長をもって充てる。 

３ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 

 

（会議） 

第５条 推進会議の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

 

（庶務） 

第６条 推進会議の庶務は、総務部企画政策課において処理する。 

 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 27年５月８日から施行する。 
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大和郡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議委員名簿 

 

区分 役職 所属 氏名 

住民代表 委員 大和郡山市自治連合会 会長 植村 俊博 

住民代表 委員 郡山女性ネットワーク 会長 亀岡 静代 

産業界 委員 大和郡山市商工会 副会長 吉川 惠司 

産業界 委員 昭和工業団地協議会 会長 川端 章代 

行政機関 会長 大和郡山市 副市長 中尾 誠人 

教育機関 委員 
奈良工業高等専門学校 

産学協働・地域創生研究センター長 
山田 裕久 

金融機関 委員 奈良信用金庫 理事長 菊澤 竜一 

金融機関 委員 南都銀行 郡山支店 次長 松井 智広 

労働団体 委員 連合奈良西和地域協議会 事務局長 木村 和弘 

※順不同、令和７年 12月時点 
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用語解説 

 

 あ  

ＩＣＴ 

Information & Communications Technology の略で、情報通信技術をいいます。 

 

アクセシビリティ 

年齢や障害の有無に関わらず、誰でも必要な情報に簡単にたどり着け、利用できることをいいま

す。 

 

アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ） 

Advance Care Planning。人生の最終段階において、本人の意思に沿った医療・ケアが行われるよ

う、医療やケアについて繰り返し話し合う取り組みをいいます。 

 

ＡＳＵ 

本市では、市内小・中学校に在籍する不登校児童生徒の主体的な活動を大切にしながら、社会性や

相互の人間関係を築いていく力を育み、社会的自立を促す教育を推進するため、郡山北小学校・郡山

中学校分教室「ASU」を設置しています。 

 

アンコンシャス・バイアス 

過去の経験や見聞きした事柄から、自分自身が気付かないまま無意識の偏見や思い込みによって、

偏ったモノの見方をしてしまうこと。 

 

インクルーシブ教育 

人間の多様性の尊重等を強化し、障害のある人が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度ま

で発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能にするという目的のもと、障害のある人と

障害のない人がともに学ぶ仕組みをいいます。 

 

ＳＮＳ 

Social Networking Service の略で、インターネット上の交流を通じて、社会のネットワークを構

築するサービスをいいます。 

 

ＮＰＯ 

Nonprofit Organization の略で、非営利組織をいい、営利を目的とせず、福祉・まちづくり・環

境保全などの社会貢献活動を行う民間組織の総称です。 
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 さ  

３Ｒ 

｢ごみを出さない｣｢一度使って不要になった製品や部品を再び使う｣｢出たごみはリサイクルする｣

という廃棄物処理やリサイクルの優先順位のことをいいます。｢リデュース(Reduce＝ごみの発生抑

制)｣｢リユース(Reuse＝再使用)｣｢リサイクル(Recycle＝再資源化)｣の頭文字を取り、「３Ｒ」と呼ば

れます。 

 

シティプロモーション 

地域の魅力を創造し、地域の内外へと広めることで地域イメージをブランド化し、観光客や転入

者を増やすことをいいます。 

 

シビックプライド 

市民のまち（大和郡山市）に対する誇りや愛着、そして地域社会に貢献しようとする意識のことを

いいます。 

 

 

 た  

ダブルケア 

親の介護と子育てを同時期にする状態のことをいいます。 

 

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション） 

ビッグデータやモビリティ、クラウドなどの新しいデジタル技術を活用し、市場や利用者のニー

ズを踏まえ、組織の変革も伴いながら、新しいサービスやビジネスモデルを創出し、競争上の優位性

を確立するような取り組みを指す概念。業務の単なるデジタル化とは概念が異なる。 

 

 は  

ハザードマップ 

万一の水害に備え、避難場所や避難経路、予測される浸水深、緊急連絡先、水害時の心得などを書

き込んだ地図のことをいいます。 

 

8050（はちまるごーまる） 

ひきこもりの子を持つ家庭が高齢化し、50 歳代の中高年のひきこもりの子を 80 歳代の後期高齢

者の親が面倒をみるケースが増えているという社会問題のことをいいます。 

 

バリアフリー 

高齢者・障害のある人等が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となるものを除去（フリー）す

ることで、物理的・社会的・制度的・心理的な障壁、情報面での障壁など、すべての障壁を除去する

という考え方のことをいいます。 
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ＰＰＰ 

Public Private Partnership の略で、公民が連携して公共サービスの提供を行うスキームを PPP

（パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携）と呼びます。PPP の中には、PFI、指

定管理者制度、市場化テスト、公設民営（DBO）方式、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウト

ソーシング等も含まれます。 

 

フレイル 

年齢とともに心身の活力（筋力や認知機能など）が低下して、要介護状態に近づくことをいい、対

策をとれば、健康な状態に戻ることも可能です。 

 

 わ  

ワークショップ 

参加者が自発的に作業や発言を行える環境の中、進行役を中心に、参加者全員が体験する形で運

営される話し合いの形態をいいます。 

 

ワーク・ライフ・バランス 

仕事にやりがいや充実感を感じ、責任を果たしながら、家庭や地域生活においても、子育てや介護

など、人生の各段階に応じて多様な働き方を実現し、個々の生活を充実させることをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


